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キリングループは、お客様をはじめ広くステークホルダーと協働し、自然と人にポジティブな影響を創出することで、

こころ豊かな社会と地球を次世代につなげます。 

 

１．持続可能な原料農産物の育種・展開および調達を行い、農園に寄り添い原料生産地を持続可能にします。 

 2025 年までに、スリランカの小規模紅茶農園 10,000 農園がレインフォレスト・アライアンス認証を取得できる

ように支援します。 

 2020年に達成したキリンホールディングス、キリンビール、キリンビバレッジ、メルシャンでの事務用紙の FSC

認証紙または古紙の使用比率 100%を継続し他事業にも拡大し、オフィスなどでのペーパーレス化も推進しま

す。 

 パーム油について継続して認証証明取引プログラムを利用して 100%対応します。 

 キリンビール、キリンビバレッジ、メルシャンの製品廃棄量を 2025年に 2015年比で 75％削減します。 

 

２．原料として使用する水を持続可能な状態にし、事業拠点の流域特性に応じた水の課題を解決します。 

 全国の工場を中心に「水源の森づくり」活動を継続します。 

 水の高効率利用の推進、排水負荷の最小化に取り組み、地域の水資源を守ります。 

 2020 年に達成したスリランカ紅茶農園の水源地 5 か所での保全活動を拡大し、水を大切にする教育を農園

周辺の住民 15,000人からさらに拡大して実施します。 

 

３．持続可能な容器包装を開発し普及し、容器包装の持続可能な資源循環システムを構築します。 

 2027年末までに、国内において PETボトルのリサイクル材使用比率を 50%に高めます。 

 2050年には、リサイクル材やバイオマスなどを使用した持続可能な容器包装 100%を目指します。 

 2020年に達成したキリンビール、キリンビバレッジ、メルシャンの紙容器 FSC認証紙使用比率 100%を他事業

にも拡大します。 

 国内の容器包装のリサイクルシステムの構築を牽引し、オフィスなどにおいても３Ｒを推進していきます。 

 

４．バリューチェーン全体の温室効果ガス排出量をネットゼロにし、脱炭素社会構築に向けてリードします。 

 2050年までに、グループのバリューチェーン全体の GHG排出量をネットゼロにします。 

 GHG排出量を 2030年までに、2019年比で Scope1 と Scope2の合計で 50％、Scope3で 30％削減します。 

 RE100に加盟し、2040年までに自社の使用電力を再生可能エネルギー100%にします。 

 

 

キリンホールディングス株式会社は、上記取り組みの進捗状況を確認し、 

その結果について環境省へ報告、ならびに定期的にレポートなどによる公表を行ってまいります。 

 

 


